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２０１９年度活動の「自己点検・評価書」及び「個人目標申告書」（別紙様式１）

２０１９年度活動の「個人評価結果」（別紙様式３）

  所属(科・講座等)： ○○講座 緑色塗り：自己評価　各人が記入
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１．教育 領域

自
己
点
検
評
価

2020年3月21日

1.学部教育及び大学院教育において講義・実習を可能な限り担当する
2.授業の目的、内容を分かりやすく示した資料を作成し、学生による活用を高める
3.学習要項に到達目標、評価方法・基準を明記し、厳格な成績評価を行う
4.チューター等による、学生指導・支援を積極的に行う
5.大学院生の受入に努める

 教育に関する目標
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２．研究 領域
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実績評価コメント 目標達成評価コメント

重み加算達成点
重み加算実績

評点
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重み 実績評価点
合計a

0.2

 研究に関する目標

領域段階評価
b

重み加算実績
評点
a×b

４つの目標のうち③④の目標は達成できた
が、①及び②の主要目標は十分に達成できて
いない。そのため目標達成率は６０％とし
た。

研究活動に充てる時間がほとんど取れず、活動が低
下している。今年度は研究論文発表が０という結果
であるが、次年度は何とかしたい。

1.講座等グループの研究を総括し、研究活動を高める
2.大学院生等の論文作成指導の量的、質的水準を高める
3.国際学会、全国レベルの学会等で共同演者として発表
4.研究代表者として科学研究費補助金等の公募に応募する
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目標達成率％ 重み加算達成点

さらに講義内容を興味を引くように変えてい
く必要がある。大学院生の教育は研究が進み
ある程度満足している。

黄色塗り：部局長等が記入
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実績に対する自己評価 目標の達成状況に対する自己評価

水色塗り：年度目標　各人が記入

　氏 　　　 　　名： ○○　○○

  職          　種： 教授

灰色塗り：評価委員会等が記入

講義の内容は少しずつ洗練されてきている。学生の
評価が高くないので、興味を持たせるような内容を
取り入れていきたい。

c a×c



 国際交流・社会貢献に関する目標  国際交流・社会貢献領域の“重み”配分

 組織運営に関する目標  組織運営の“重み”配分
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４．組織運営 領域

学部・全学委員会ではそれなりの貢献はでき
たものと考える

60

重み

40.0

0.2

医学部、病院の委員会、ＷＧに積極的に出席して組織の改善を図る
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国際交流の実績はないが、社会貢献において、県の
救急隊員の解剖学教育や看護系学校の解剖見学指導
を行い、コメディカルの教育支援を行っている。他
大学との共同研究では、その成果を学会発表した。
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大学および医学部組織運営においては、求められる
貢献は遂行できた
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２つの目標の両方とも達成しているが、国際
交流の実績がないので、目標達成率６０％と
した。

c
重み加算達成点
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目標達成率％

1.地域の教育機関あるいは共団体等の要請による授業、講演などに協力する
2.共同研究の推進に努める

３．国際交流・社会貢献 領域



 診療に関する目標  診療の“重み”配分

必要があれば記入

評価委員会　コメント

病床稼働率はほぼ目標に達している

実績評価コメント 目標達成評価コメント
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５．診療 領域

c

病棟稼働率も徐々に上がり、外来数も伸びている。
実績に対する自己評価 目標の達成状況に対する自己評価

1.地域の中核となる特定機能病院として良質の医療を提供する
2.治験を積極的に進め、新薬の開発に寄与する
3.診療を通して良い医療人を育てる
4.医療経営に配慮した診療を行う
5.保健医療や社会資源を考慮した医療を行う
6.病棟稼働率を85％以上に保つ
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